







その他のタイトル Translation of Silence : Lu Xun's Adaptations




季 雪  
1 はじめに  
本稿は、「新文化運動」が展開した啓蒙期（19柑年、1922年）の中国において、川本  




米文学の翻訳（重訳）などが、この時期に盛んに行われた。   
七年間の日本留学を終え、1909年、日本から帰国した魯迅は、この新文学運動の推進に  
精力を傾注し、幅広い文化建設に参与した。彼は、新文化運動の一環として、文学の「近  
代化」を追求し、自ら文学創作に携わる¶方、日本文学の翻訳をも精力的に行った。   
魯迅は、森鴎外の「沈黙の塔」を訳し、1921年4月21日から24日にかけて、『慶報』  









であろうか。   





竹盛天雄（2）と平岡敏夫（3）は、M・G・ルイース作rマンタj との関係を、さらに、水  
川景三（4）はブレイクとの関連を指摘している。  
































－130－   























有していたといえよう。   
魯迅は、民国初年から、「西洋文芸」と「偶像破壊」についていくつかの評論やエッセー  






－131－   
ただ、彼が「外国偶像」という四つの文字をどうやって思い出したのか。空牡互選   
醜竪琴   
僻遠旦   
廷十人類は準歩す阜。（拙訳）  
この時期の魯迅は、「個人解放」、「新思想」の提唱をしながら、伝統批判、偶像破壊論  








る。現在の音名『蘇魯支語録j も、魯迅のアドバイスをもとにして決められたという。   


















－132－   
る。文中で拝火教の信者を取り上げたのは、火と太陽とが同類だから、仮託して彼の   
祖国をあてこすったものと思われる。だが、我々がこれを中国にあてほめてみれば、   
たちまちふきだしてしまうであろう。ただ、中国で使っているのは過激主義という符   


























ージを託したと考えられる。それは、何であったのだろうか。   
「沈黙の塔」では、鴎外はつぎのような一節を書いている。   
ちなまぐさ  直ぐに己の目に附いた「パアシイ族の血腫き争闘」という標題の記事は、かなり客観  
























実際、軍閥割拠は、1910年代後半の中国に分裂状態をもたらしていた。   
周知の通り、「魯迅」という名は、実在する人物・周樹人のペンネームのひとつである。  
この時期、周樹人は、翻訳者として、「魯迅」よりも活発な文学活動を行っていた。と同時  




－134－   
から若しかった。当時、彼は作品を発表する際に、実名を使ってはいけなかった。そ   
れと当時に、思うままに外国語の本を読んではいけなかったので、木版の本を読むし   
かなかった。彼の同僚は外国語ができない。しかも、その当時の雰囲気は、学問をす   
ることは木版の本に触れることに限られていた。彼は外国語ができることを他人に知  
られたくなかったのだ。周りの人たちは彼が留学したことを知っていたが、彼の古本  
しか触れないふりを見て、彼はすでに外国語を忘れただろうと思っていた。だから、   
北平時代の魯迅先生は、本当に「二重人格」であったようだ。ある日、彼は私にこの  
ように言ったことがある。部長が突然、彼に聞いた、「周作人はあなたの兄弟だそうで、   

















トウスト割 という作品を後景に配してパアシイ族を登場させ、「Marabarhi11」を場所と  
して設定することによってrツアラトウストラ』に内包する因襲打破の論理をその底流に  
示そうとした作品である。（14）   
本節では「沈黙の塔」と「羅生門」との関連に着目し、そして「沈黙の塔」がどのよう  











うに曹かれている」り6）としている。   
では、該当箇所を詳しく検討してみよう。「沈黙の堵」の冒頭と末尾にはつぎの描写が  
ある。  
高い塔が夕の空に費えてゐる。  塔の上に集享？て卿  





多いのである。   
己は海岸に立ってこの様子を見てゐる。汐は鈍く繚く、ぴたりぴたりと岸の石垣を   
洗ってゐる。市の方から塔へ来て、塔から市の方へ帰る串が、己の前を通り過ぎる。   
どの単にも、軟い鼠色の帽の、鍔を下へ曲まげたのを被った男が、駁者塞に乗って、   
僻向き加減になってゐる。   
不精らしく歩いて行く馬の蹄の音と、小石に梱れて鈍く乳る車輪の響とが、単調に   
聞える。   
己は塔が灰色の中に灰色で豊かれたやうになるまで、海岸に立ち姦してゐた（中略）   
そして、沈黙の塔の上では、騰が宴会をしている。（中略）   
マラバア・ヒルの沈黙の塔の上で、鵜のうたげが酎である。（2頁～3頁、16頁）  
これに酷似する描写が、「羅生門」にある。   
あるひ らしやうもん   
或日の暮方の串である。一人の下人が、羅生門の下で雨やみを待ってゐた。   
贋い門の下には、この男の恥こ誰もゐない。（中略）  
なげナノLん  何故かと云ふと、この二三年、京都には、地震とか辻風とか火事とか磯饉とか云ふ  
わざわひかた  災がつゞいて起った。そ・こで洛中のさびれ方は・－1・・一通りではない。薯記によると、仏  
うらくたにはく  像や仏具を打砕いて、その丹がついたり、金銀の箔がついたりした木を、路ばたにつ  
たきぎLろらくちう  み塵ねて、薪の料に穿ってゐたと云ふ事である。洛中がその始末であるから、羅生門  
一一ゆりかへりム  の修理などは、元より誰も捨て、願る者がなかった。するとその荒れ果てたのをよ  
－136－   
こりすぬすぴと  い事にして、狐狸が棲む。盗人が棲む。とうとうしまひには、引取り手のない死人を、   
この門へ持って来て、棄てゝ行くと云ふ習慣さへ出来た。そこで、日の目が見えなく  














いく」となっている。（17）   
「沈黙の塔」と同様に、「羅生門」における無気味さや圧迫感で構成される牡界が的確  
で実感に富むというのは、風景の構図によって、「死」のイメージが鮮明に浮上してくるか  




蔵されている。ドイツ版の見返し五ページ目におよそ芥川文庫の記述のごとき文字が   
印刷され、そこに赤インクのペンで‘HongoFeb，11th1913’と書かれている。これは   
芥川の字であろう。つまり、1913年2月11日に本郷で芥川はドイツ語版『ツアラト  
ウストラj を買ったのである。（【8）  
以上の議論をふまえると、芥川龍之介がこの「沈黙の塔」を読んだ可能性は、以下のよ  
うに推察できる。   
①、ドイツ版rツアラトウストラ』を購入した後、生田長江の邦訳も読んだ。   
②、逆に、生田長江の邦訳を読んだあと、ドイツ版Fツアラトウストラ』を購入した。   
③、F三田文学Jの初出テクストが目にふれた。   
以下、これらの三つの可能性について考えてみる。   
生田長江は、明治期有名な翻訳者であり、多数の西洋作品を訳し出し日本に紹介した。  
とくにニイチェの思想に深く感銘を受け、『ツアラトウストラ』の日本語訳をした。ちなみ  
－137一   
に、芥川を含む多くの文学者が読んだイタリアの詩人・小説家ガソブリエール・ダンヌン  
ツオの『死の勝利』も、生田長江によって翻訳されている。   
また、芥川と鴎外との深いかかわりは、従来の研究で確認されている。たとえば、中村  
寅山郎（19）は、次のように述べている。  
芥川竜之介の初期の作品にうかがわれる、さまざまの作家の影響のうちで、明治の   
小説家のそれを考えると、最初に目につくのは森鴎外の影響である。  
（中略）   
鴎外の影響のもつとも強かったのは、じつは芥川の作家的形成の根本にかくれている。  
この、対象からの距離をたもつ造形法に見られるのかもしれない。としたら、芥川に   
近代文学の秘密を開く鍵を手渡したのは鴎外であり、隣外が芥川を作ったということ  
になるのである。  




よび強権的・抑圧的秩序道徳の息苦しさに対する気運が高かったように思える。   
「沈黙の塔」の「門」も「羅生門」の「塔」も、明治と大正という新旧時代の交替を意  
味する象徴となっているように見える。と同時に、「門」が「内部」と「外部」との境界で  
あり、「塔」が「地」と「天」（神）との境界であるとも思われる。   
ここで、もう一度、渡辺の論述を引用する。  




























5 まとめ  
先に論じたように、「羅生門」のテクストにおける「旧記」の導入は「古い世界」の表  




も聴いたはずで、芥川「羅生門」にはその影響があると言及している。   
大逆事件による当時の検閲の問題について、田中純による同時代の発言を挙げてみる。  
日本の図書検閲制度が、作家の扱ふ材料を或いは狭い範囲に限ることを余儀なくさ   
せて屠る点にある。吾々の現状の下に於て、旺盛な独自欲を待った若い作家遠が、畳  
に書き古され、語り古された材料の中に今一度探り入って、其処から彼に独自な解釈  




一139－   
「羅生門」にある「旧記によると」とリンクしている。というのは、「旧記」を使用したの  
は「日本の図書検閲制度が、作家の扱ふ材料を或いは狭い範囲に限ることを余儀なくさせ  








※本稿の参照するテキストは以下の単行本に収録される。   
生田長江訳『ツアラトウストラ』新潮社、1911年1月   
芥川龍之介F羅生門」春陽堂、1917年  
注  
（1） 「「諸国物語」と芥川」（『国文学J第15巻第15号、1970年）  
（2） 『芥川龍之介：抒情の美学』大修館、19g2年  
（3）「「羅生門」一その成立をめぐる試論」（菊池他編『芥川髄之介研利明治番院、1981年）  
（4）「「羅生門」を密かせたもの－ブレイクとの関わりを中JLりこ」（㌻解釈』、1991年）  
（5）「「羅生門」における『ツアラトウストラ』受容」（㌢群馬県立大学 国文学研創18号、1998年）  
（6） 前掲論文、59頁  
（7） 前掲論文、56貢  
（8） 藤井省三「魯迅畢則（三省堂、2002年）参照  
（9） 前掲啓  
（10） 止庵揃r周氏兄弟合訳文集 現代日本小説剃 新星出版社、2005年  
（ll） 何周勇r筆底波瀾 中国百年言論史的一種読法」騎西師範大学出版、2006年  
（12） 竹内好訳㌻魯迅文剰 筑麿啓扇、1978年  
（13） 孫伏園・孫福願ー孫氏兄弟談魯迅」新星出版社、2005年  
（14）「森鴎外「沈黙の塔」論－その節県と後紫」（㌻日本文学と人間の発見』世界思想杜、1992年）  
（15） 竹盛天雄「「ファスチェス」から「沈黙の塔」へ一言論圧迫への諷刺と提言」拒は学：解釈と教  
材の研究J25巻2号、学灯杜、1980年  
（16） 渋川鶴『森組外一作家と作品』（筑摩番房、1964年8月）（新保邦覚「鴎外「沈黙の塔」：一  
名、慨世悲歌〈拝火教徒〉版動始末紀」r稲本近代文学J（25号、2000年）で言及されている。）  
（17） 同（15）  
－140－   
（18） 同（5）、36貫  
（19）『現代作家全集八∵芥川龍之介』五月昏房、1958年、63頁  
（20） 同（5）、42貢  
（21） 新日本出版社、2004年  
（22） 関口安義ー芥川龍之介研究資料集成 第一巻J日本国審センター、1994年9月、（初出㌻新潮』  
1994年10月）  
－141－   
